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こ
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介
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イ
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従
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表
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765 スイスの従業日代表および賃金制度  

表2 公務部門における参加権の程度  

協 約 適 用 対 象  
（協約れ効期間）  （199（））  （199（〕）  （199〔り   

従業員今の変更  協議  協議  

連   

邦     チエーーリソヒ州 チューリッヒホ  
協議   

労働時間配分，一一般  

フレックス・タイム制   

交替制勤ノ紡  

残業手当  

L   ′′   り              ／／    ロ  リ               ノ′               ／J   J／              ／／                          ノJ  休暇計画  協議   

労働組胤－・般    1 ′′         協議  職場の変更  ′′ 】      ′′   
新技術の導人  ′J  

節約・省エネ措置  J／  協議  J／   

配置転換  ′′   ′′   

部屋・部門の建築・改築  ノ／  

職務評価  【 
昇進要件  議  協議  

労働者保護  

事故・災害防」lニ  協議  協議  協議   

健康保護   ／／  ／／   

安全設備   ロ                      ロ   ／／  ′／   

衛生   

母性保護   協．漆   

提案・訓練  

改葬提案制度  協議  協議  協議   

継続訓練   

試験制度   J／   

福利厚生施設，－一般   

異議巾〕ェjjよび1■，二情  JJ  

従業員食丑  ／J  協議  ／／   

Ⅰ二頼み年金基二缶  対∧苧・決定  対等・決定  対等・決定   

協約適用労働者▲数  
，     ． 39270     30889  17，513   

ナり 用語説明ほよ1と同じr 

侶所：表lナーl一i】じ．S．1（‖   
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表3 S社の貸金構成（スイスフラン／l】）  

ロ 成績部分   ′＼作業環境部分   

等級 1  3，550．  等級 0   等級 1   40．れ   

等級 2  3，650．一  等級 1   51．  等級 2  8（1∴、   

等級 3  3．750．、  等級 2   102．－  等級 3   125．、   

等級 4  3，88〔）．－  等級 3  148∴〟  等級 4   165．一   

等級 5  4，030．一  等級 4  194∴   

等級 6  4，205．－  等級 5   240．】・   

等級 7  4，380．一  等級 6   286．－   

等級 8  4，580．－  等級 7   332．一   

等級 9  4，745．一－  等級 8   378．－   

等級 10  4．88n．一、  等級 9   424．r   

等級11  5，015．一  等級10   470．－   

等級12  5，120．（  等級11  516．－】   

等級13  5，225．一  等級12 562＿－  

等級13 608．－  

等級14 654．一   

表4 S社の勤織・年齢手当仲．位：スイスフラン／月）  

一
九
四
 
 
 



767 ス、イスの従業員代表および持合利便  

表5 職務評価および作♯環境評価の具体的事項および評点配分  

［職務肘面］  配点上二限（点）   

A∴知識ムよび頂巳力   

Al 事前の職業的教育  

A2 必要な習熟期間  

A3 読み，書き，計算  

A4 指先と身体の器用さ  

B．作業負租   

BZ注意深さ  

B3肉休的負拍  

Bl精神的負担  

Cl 作業遂行への責任  

C2 設備・備品への責任  

C3 他人の安全作への着付  32   

［作業環境評価］  

Dl 事故発生危険度   16   

D2 潮音   12   

U3 汚れ   12   

D4 濡れ   12   

D5 気候的条件，屋外労働   12   

D6 チリ，ホコリ   

D7 有害なホコり・ガス等に対する身体保濾具の着用   12     12  
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表6 S社 評価指標  

Al 事前の職業的教需   
二のノルクマールは、11．掛粗描を遂行する打に必要L，職場外でil押‡されるべき職業教市ノk準を州軒㌻る 

等級   ti」  述   

l  職業的諷嗣訓練をま一∴た〈必せとしない（   

子fを必要とする（例 
コーースで修得でき 

erufslehre）を伴わ 

る。   

）ildしIllg）を必要とす 

点数  

り   

，タイ   1（）．5  
る）。   

る（例，   42  
ない）∩  

する。   84   
るり   147  

A2 必紫な習熟矧l要り   
このノルタてL一ルは，職場で通常の指揮票：こ′降刀も土で独立Lて什業を迷子iするのに必蟄なすヲ熟度を．汁仰iするり  

等級   記   
ない「′ 数‖ 

を必要とす 
㌧l二業では 

ド製薬作某を 
1二＝かJ）2 

を必紫とする。   

1ti】時に等 

■1様の倉庫 

巨意力を必せ 
6カナ】の， 

を必要とする（つ   

に足る習軌 
以L，トl 

述  点数  

一旦ぎ】ク）指図で姓りる。  0   

る紬拙作封二心栗な習熟1それは過   
14週間の指匝lを必要とする。   †り  

上推土鳩りに拙竜二Lて遂行するのに   

カナ了，千l二業ではl6ヵ‖の推礎†   2（j  

級3の作業を遂行するn例，監督と  
勤務苫，製葉・現業労働苫。花代を便   
とする製造業傭を規程通りに独立   3n   
丁イ装ではやキから2年瀾匪僻由   

例，軋梓の役割を作う射」馴軌雅  
40 二業で2年以卜の指悩lを必紫とするく＝  

A3 読ふ，書き，詔牒   
このノルクマールは，11．捌哉撒冬■迷わするのに必i差さとされる読み，書さおよび計算の能力精度せぶ瑚ける√  
これはり性現漂明牒けと女性朝一封労働省で異な一ノ／二．認1ヒ基咋にな／ノているい ∴】．摘出ユ同仁である。ここでは升l′l二  

現業労働石‘に閲する基準を椚介する。  

ijL  地  点敷   
ノノた〈必要ない‖  0   

指／∴  4   

芋類等を   

∴iL述をイ  二う詳しい作業手続きを．読める．ル小隊の専門  

ヒJj上び丼規を記人できる。足L乱 ∫jlき牲，かけq：   
富L バーセント．汗算をできるこ事務補助業劇として，   
1助けなしに簡中なよや書類をまとめて記人できる、1   

れる専l■  昭】1椚を含む複雑な指ホ丈萬を読める。パー   
こる（1簡川  iな幾布丁サ的計算かてきる。♯頗祁削作掌と   ニi2   

巨t年を苦ける1   

椚．言吾を川いじ極揮う指′Jミ丈再を▲沈める。さまぎまな  
）jl＿る′、桁  

二めに訂与  
），注意ノ   ナ′」ミに．埴づいて報㍑菩をまとめられる〔〕統計 ヨニ様ぺを鋸憮できる。平瀬補助作業として，56 Jを必安とする作業を処＿曙でき，Jr】分で丈ホ   

作業連行にこれJJの能力【ユま  

読みとり．比較する∴岡里な  
肯音，言」録、様J〔を・伴）た  

化学や技術に関する田川l勺  
川語を用いて鞄㍑書，議  
ができる∴川里付計月，比例  
冊Iltな文章をデュニく。他人の  

等級：うに加えて．通′甘硬川さ  

セント計算等を多l紳的にで  
て，文草を書き，よや云  

湖‖にノ川えて，特殊カ  
タイルの議±郎漬をまとめ  
よ一1な難Lい計粁処丹lの  
：紋4レベルの作業で，か   
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A4 指先と身体の妻是川さ  
このメルクマール上土、当該職務を道子イするうえで必懲とされる†旨先と身体の岩謹用さを評佃する。ニの内容は，  

状況に応じて身の動きを調整する能九 落ちついた碓‘長か仕事さばき．僅維な作業を一回でIL・しく処理する能  
力を指す。  

ロ  何上の器柑さも必要とLない。例，庭掃除，機械監札 配電盤検針。   0   
2  通常必・  安とさオ′Lる器用さは紺矧こよって容易に習得できる。例，荷物稗み拝え，   

圭景測  走，食器撒い。  
り  

折りにつけ車種度の脚口さが求めらrLる‖または等級2レベルの作業で、かつ作  
3        業にテンポが什う。例，「t動中道転 フィ ークリフトう箋転，整髪器具操作，手′l二  8  

菓的作業。  

4  中程度 る 

。例   
5    毎度な器用さが求めらrLる。または等級4で，かつ，作業にテンポを伴う、  28   

Bl 精神的魚机   
これは≠該職務迷わに必要な理解九 一l盈考一カムよび柿神帆機敏さを制定する。その際に上声‖こよる援助の程  
度や作業マニュアルの宥二＃も考慮きれる。   

これも事業所内のリi作一札業労働凡 事業所内女件現業労働者■．職紫的税業リナ働者に分けてそわぞれに評価値  
群が定めJ）れているが，便宜」二，事業所内男什現業労働行の基準を紹介する。なお，入手した資料ではBには  
月数配分の記述が欠けてし、る．原匪はイ叫1であるが．千．違いによるものであろう。  

等級   言r  述   点数   

ロ  単純作菜である。さほどの説明なしにf‘1分でできる。例，棲物清掃，食器洗い。  

2  単純な作業ではあるが，逢そ二子にはわずかながら観察もしくは【1頭の説明を必要と  
する。例，祇を折る，梱包する，自動機械を監視する。  

作業には文書による簡単な説明，事業所守引讃を必要とする（，作真のいくつかの  
3  叶能性の中かJJ選択するために，ひな彗－！や文書ガイドがワ▲えられている∩例，複   
写機操作。  

ロ     その作業遂付こは，【1軌二よる説町1とマニエラル文書か必要であり，部分的には  

首分で調整することが求められる。例，グ／レープ鼠 郵便業務，製薬。   

作業iこは「1頭による根株な説明を必要とし，複姓な作業手続きか必要である－，作   

5  56  
ればならない。例，監督としての仕磨を伴うグループ長，Hl摘出‘】の頼当を持ち  
ながら同時に同僚を監督する役割を持つ者。   

B2 i主意深さ   
当該職務の速力■に，見る．開く，感じる．昧を姐る左▲どの感′迂器l■rの使用を1某められる程度を飾価すか  

等級  ．首己  述  L点数  
ロ               それを特に必輩としない作業。   

2   

典型的なルuティン・ソークで．それをミスなしでこなすには，時折作業状態を  
確認し，注意することが必要である。強制的なテンポはない山  

作業を正確に遂ノ行することを求められ，特定の㌧谷易に確定できる進行下定をは  
っきりと認識しておくことがィこ可欠であるL，立たけ等級2レベルで，かつ，矧別  

的テンポを伴う。例，Fl動申逆転下。   

4  作業局面ごとに正確な作業逐右を求められ，作業スピードに変化があり．時とし 
て附難な事態も発ヰする。または∴等級3で，かつ，附則的な作業テンポを什う。   

5  等紐4レベルで，かつ・強制的テンポを伴う0または牛、捌に囲難な観察発作を什  70  
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B3 肉体的な囲雉度   
これはナ11該作業の遂1日二，肉体的flflし 作菓子ンポ，什葉巻勢の．－1〔で午、柑jなil帥を什うか才iかを．甘価・測定  

する。  

等級   言己  述   T亘衰   

ロ  座り作菜で，強制的なテンポはない。取り扱う荷物・器具も5kg以F。  
立ち作業だが，強制的テンポはない。またほ，座り作業で，強制的な作装テンポ  

ワ       を伴うー－ 収り扱う荷物は15kg以卜。  
3  取り扱う何物は15kg以L二，30厄以卜。または，J二f．竹三業で、強渦伯勺な作業テンポ  
を伴う。  

4  取り扱う荷物は30kg以上，60kg以卜）または遠心分離機の積み卜ろし，来らかい     コ 
材料をスップですくう作業し，  

5  取「）扱う荷物が60k以⊥であるい   49   

Cl 作業迷わへの責任   
この指標は，作業を‖的に即して，正確に行ううえで必安な■，すべ柏のjJける良心的をは街ぶりを測定する．J  
この紫請は，作業範囲が／エがり，独1ンニして作果する上うJ、’なり，作業進柏ニリえる影響が大きくなるとともに  

増大する。  

等級   記  述   点数  

単純な手作業である。   

単純な作業で，その遂行はコントローールでき，監視できる。   

3  独立した作業であり，その作業結果を監視できる。しノかし詳細は必ずしも監視で   24  

4 広範な作業抱囲であり，独立した作業である。その遂行を詳細には監視できない。   36   

約 
5  ミら、ミ言…rauenSar 

C2 設備・備品への責任   
これは，作業中に労働者が使用する作業千f貨（機械設備，1二｛土†イ料等）に叶ナる責任を評価するこれは  
高佃で，イ酎削こ当たり破掛こ注意しなければならない作璧をtlf【1の伴う職務として扱うものてある。ただし，  
配点は低い。  

言L  等級  述  扁疫   
■  作業道具は消耗品として扱われる補助川見であり，通常の使用によってたまに破  
禍しても心配無用である。   

0   

2  キカ 
り 

生産器具もしくはそれに剰当する設備・機械を使帰する。相当の注意を払えば避  

けることのできる破翔は中程度であり，牡鹿行程にかなりの支障を及ぼす。障害 3除去は通常当該企裳従業員によって行われる。例，さびか、鉄鋼か1・ノできている  10，   
設備。  

い巨喪設備またはそれに相当する設備を仲井ける作業」波粗は相当の注意を払えば  
4  回避でき，一旦生じる破損の規順は大きく．生産行程に甚人な支障を及ぼす。佗  15   
復は従業員または部外者によって行われる。  

5   特殊な設備を使用し，その収抜いには特別な注意を乱わなければならないrJその  20  
破拍は大きな程度に達し．生産寺i程に甚大な支障を及ばす。  
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Cこう 他人の安全性への責任  
当該職劇連行に通常必壊とさオーLる，：責任意言削こ底づく注意が測定さrLる。ここでは安全施設が正価に機能し  

ていることを前・捉とナる。  

等級   記  述   ．た数   

l  他人を危うくする危険性は全くない。例，通常の事務作業。  
ワ  危険な化学物賓や施設に接することグ）少ない通常の事務作業である。  

3  化学物資の平均的な危険憎三を什う作業，イ］毒性，可燃性の化学物資を扱う。圧力 釜，圧縮器および遠心分離器などのような事故発生牢の請い設備を使用する。  
4  等級3と顆似しているが，化学物資によってしばしばその危険惟か高まる。   24  

Dl 事故発生危険件   
こJLほ当該職場（相当職務ではない）か潜在的にイ1■するところの，化学物資等による危険性の程度を測定j  
る。この場合に記述されている安全措置．保超措置がIE常に機能することを前提とする。施言動二よる危険は等  
級3を超えないものとする‖  

等級  記  述  点数   

危険性は低いu 例トー般車席所，測定楓 監視室。   
2  危険な物資や施設と接することの少ない通常列作業室。，例．通常の荷物梱包，自   

動車運転手。）  
4  

平均的な化学物資の危険性を伴う作普，有毒性，可燃性の化学物資を扱う。良三力   8  

等級3と類似しているが，化学物資によってLばしばその危険性が高まる。   12   

5  

D2 観音   
これは騒音による披害を包持する。標準的には作業従事者に対する嶺音の影響を指す。イ呆諸措置が孟じられ  
ているときには，その事情を考慮ナるJ  

等級   記  述   点数   

ロ  親書被害はないい   0   

り   軽い、Lかし．作業の妨げにはならない程度の被害である。4nl触れて話Lても開   3  

3  不快な謎苫て・、ある。2．5m離れて話Lても聞き取れる。  
4  とてもイく快な騒音である。0，5m経れて話しても聞き取れる。  

5  継続的な人きな親許である。保護措置が必ず必要である。  

D3 汚れ   
これは脂肪，軌 煤，石炭などによる身体または衣服への汚れ被害を指す¢ 作業従事者に対する汚れの影響  

を標準とするu 特別な保護衣服を着用しているか才子かもづ慮される。  

言己  述   点数   
い。   0   

である。通常に洗浄すればその汚れを除去できる。   3   

る）作業終r後に身体の徹底Lた洗浄を必妥とする。特別な洗i争   6   

Lい作業である。作業終了後には全身の洗浄を必要とする。   

しい作業であり，終業後には全身を徹臆して洗浄することを必要   12  

何らの汚れもな  

少L汚れる作業  

汚れる作業であ  
剤を必要とする  

汚れのとても激  

汚れのとても激  
とする。  
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D4 濡れ   
これは水の流．Lllによつて．むLくは酸または溶液にトノて間接的に′トじる被告を指す。被‘書の程度ととい二  
時間的良さも湾‾慮される。†某讃衣服または設備の了ノこ／ナむイー旛される、－  

言亡  述  

n  

る  

い  6  

被害なL。  

継続的にわずかの被害がある。湿った部分に接触す  

塀繁に大きな被害がある－ゝ干はいつも水iこつか／ノて  
はなし、．  

楯繁に癖れた職場での作業11  

水の中での継続的な作業，または樅に上る刺蘭を強〈  

D5 気候的条件，屋外労働   
これは通常と異なる不快な空間的条件によ／ンて牛じる弧二．1‡を指す，人気の変わり易い武候であれ鳥，また風  
過L刀いい作業所であれば．風邪むひきやすい。，  

等級   しi己  姓   一斗数 

快適な空気仰なかでの作業．、   n   

2  新品讐房の効いた二1二場●細実験室での作業，ただL・適傾か悪いい屋外作 3   

3  通常のゝl二場作業で，暖房が少L効いているだけ。し．ばい£屋外作業あり。  6   

4  讐警ヒ警告讐諾紙崇試ぎ喜怒㌔いない部屋での作軋または欄棚 
9   

5等級4に類似するが、より円錐な条什を伴う。   12   

D6 健・竣   

これは【］や呼【吸諸岸系統に悠茅j響を及ほす婁4≧を測定する。そこでは被告の程放と晒される畔則的良さが考康  

される。  

等轡  
忠い影響はない。  0   

2  わずかな恋影響である。それは耶Il】■部の人気の条イ   1二と同等である。   
、 

3  中程度の二  フrあるー，LかL，未だ健康保讃具有必要とする稚ではないり  

4  強度の空気のさ与れがある。しかL，未だ健康保牒   する程ではない。   9 1 

5 とても強度の空封汚髄がある。健康枕讃兵を必喫とする。  J12   

D7 有書な塵・ガス等に対する身体保護具の着用  

注）この比率数すは作業時問のうち，その保濾具を抑l＝ノている時間比ヰ（をさすしJ   
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（
資
料
①
 
S
祉
の
人
事
考
課
制
度
）
 
 
 

賃
金
の
り
部
で
あ
る
成
績
手
当
‡
給
の
た
め
に
人
事
考
課
が
行
わ
れ
て
 
 

い
る
。
そ
れ
は
こ
の
臼
的
の
た
め
に
の
み
有
わ
れ
て
い
る
。
水
芸
生
巷
准
は
 
 

ほ
と
ん
ど
の
企
業
で
共
通
し
て
い
る
と
い
う
。
後
述
の
機
械
製
造
業
Ⅴ
杜
 
 

の
取
扱
基
準
も
類
似
し
て
い
る
∪
 
杏
定
項
‖
の
r
I
】
に
は
勤
務
態
度
も
含
ま
 
 

れ
て
い
る
。
 
 

イ
・
査
定
項
‖
 
 
 

六
墳
‖
で
あ
る
。
勤
務
成
績
の
鷲
 
（
成
果
の
賓
お
よ
び
相
当
業
務
は
注
 
 

意
深
く
行
わ
れ
H
板
す
る
に
足
り
る
か
）
、
成
績
の
り
書
中
位
時
間
当
た
り
 
 

の
作
業
＝
雫
も
し
く
は
同
】
作
業
を
こ
な
す
の
に
必
要
な
労
働
暗
闇
二
、
独
 
 

立
性
 
（
同
じ
業
務
を
担
当
し
て
い
る
同
僚
に
比
較
し
て
、
他
人
の
援
助
な
 
 

し
に
什
事
を
こ
な
せ
る
か
否
か
∴
 
効
率
的
な
行
動
 
（
設
備
・
⊥
具
、
原
材
 
 

料
の
取
扱
い
に
無
駄
は
な
か
っ
た
か
）
、
規
柁
に
も
と
づ
〈
行
動
二
就
業
規
 
 

則
、
労
働
時
制
、
安
全
規
程
等
の
規
程
は
遵
7
さ
れ
て
い
る
か
）
、
他
人
に
 
 

対
す
る
行
動
（
協
力
に
対
す
る
姿
勢
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
能
力
T
e
a
ヨ
訂
h
i
甲
 
 

k
e
i
こ
 
で
あ
る
U
 
 
 

そ
れ
ぞ
れ
の
項
〓
に
つ
き
、
一
か
ら
五
ま
で
九
段
階
評
価
で
評
点
が
つ
 
 

け
ら
れ
る
ゥ
 
五
が
最
高
位
評
点
で
あ
る
。
絶
対
評
価
で
あ
る
り
 
た
だ
し
、
 
 

査
定
農
準
が
あ
り
、
試
用
期
間
を
終
了
し
た
労
働
者
に
関
し
て
は
、
二
以
 
 

卜
の
評
点
を
つ
け
る
こ
と
に
な
／
り
て
い
る
り
 
通
常
は
囲
以
下
の
評
点
と
さ
 
 

れ
て
い
る
。
右
を
L
回
る
特
別
加
月
評
佃
も
許
さ
れ
る
。
 
 

ロ
・
査
定
手
続
き
 
 
 

労
働
苫
は
原
則
と
L
て
本
人
を
観
察
す
る
こ
と
の
で
き
る
二
名
以
上
の
 
 

ヒ
可
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
査
定
さ
れ
る
。
奄
走
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
項
‖
 
 

毎
に
理
由
付
け
を
記
入
L
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
望
ま
し
い
改
善
 
 

点
、
別
の
職
務
に
通
し
て
い
る
可
能
性
、
職
業
訓
練
受
講
の
提
案
等
を
記
 
 

入
す
る
。
そ
の
う
え
で
面
査
走
者
が
調
整
を
行
う
り
 
 
 

査
足
音
聞
の
調
整
を
経
た
後
に
、
査
定
者
は
労
働
者
本
人
と
査
定
結
果
 
 

に
も
と
づ
い
て
懇
談
を
中
っ
。
労
働
者
は
懇
談
を
行
っ
た
旨
の
署
名
を
す
 
 

る
。
そ
の
場
合
に
査
定
結
果
の
コ
ピ
1
が
本
人
に
渡
さ
れ
る
。
査
定
懇
談
 
 

に
従
業
員
代
表
も
H
席
す
る
こ
と
が
で
き
る
＝
 
 
 

労
働
者
が
自
分
の
査
定
に
不
服
か
あ
る
と
き
に
は
、
苦
情
処
理
を
申
請
 
 

す
る
〕
 
実
際
に
は
、
そ
れ
で
足
正
・
変
更
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
り
 
 
 

こ
こ
で
も
個
別
査
定
に
は
ド
イ
ツ
の
よ
う
に
は
従
業
日
代
表
は
関
与
L
 
 

て
い
な
い
り
 
懇
談
に
1
同
席
で
き
る
に
と
ど
ま
る
n
 
 

（
資
料
②
 
Ⅴ
社
の
日
金
・
人
事
考
課
制
度
）
 
 
 

二
の
企
業
で
は
、
機
械
製
造
業
の
通
常
の
こ
と
と
し
て
㌍
金
は
企
業
ご
 
 

と
に
取
り
決
め
ら
れ
る
‖
 
「
賃
令
規
≠
」
に
よ
れ
ば
、
賃
金
は
匹
l
つ
の
部
分
 
 

か
ら
構
成
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
①
基
本
i
i
金
は
彼
が
従
事
す
る
職
務
に
 
 

対
す
る
評
価
 
（
職
務
評
価
）
 
に
よ
っ
て
決
ま
る
＝
、
そ
れ
は
、
基
本
的
条
件
 
 

（
そ
の
職
務
遂
行
に
必
要
な
知
識
水
準
、
追
加
的
な
知
識
）
、
精
神
的
n
拍
 
 

（
粍
湘
的
能
力
、
表
現
能
力
A
u
s
d
r
u
c
k
s
f
賢
i
賢
e
i
t
）
、
性
格
的
条
件
（
責
 
 

任
感
、
独
立
性
、
実
打
力
、
同
僚
に
対
す
る
礼
儀
感
覚
T
a
k
t
∵
肉
体
的
 
 

条
件
 
（
労
働
能
力
、
巧
み
さ
）
、
頁
机
度
 
（
精
神
的
貞
拍
、
肉
体
的
貞
租
、
 
 

感
覚
器
官
の
負
f
l
阻
∴
 
作
業
条
件
（
環
境
条
件
ノ
の
人
項
口
で
チ
ェ
ッ
ク
さ
 
 

れ
る
．
 
②
成
績
賃
金
部
分
は
個
々
の
労
働
者
に
関
す
る
奄
定
結
果
に
よ
っ
 
 

て
決
ま
る
。
③
勤
続
・
経
験
手
当
と
し
て
、
勤
続
年
数
、
職
業
経
験
年
数
、
 
 

実
年
令
に
関
し
て
ポ
イ
ン
ト
制
で
評
点
さ
れ
る
。
そ
の
評
点
基
準
は
去
と
 
 

し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
④
手
当
と
し
て
、
生
活
関
係
手
当
 
（
例
、
児
華
扶
 
 

一
■
l
・
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養
†
当
）
 
お
よ
び
職
務
関
連
手
当
 
（
例
、
交
替
勤
務
、
深
夜
・
休
日
勤
務
）
 
 

が
支
給
き
れ
る
＝
 
そ
の
種
類
、
金
額
は
協
約
お
よ
び
法
律
に
も
と
づ
〈
り
 
 
 

職
務
評
価
手
続
き
と
し
て
、
評
価
協
議
会
 
（
B
e
w
c
r
t
u
コ
g
S
k
O
m
ヨ
｛
s
・
 
 

s
5
．
n
）
が
設
置
さ
れ
て
い
る
り
そ
れ
は
人
事
部
長
、
賃
金
拍
う
職
員
、
⊥
場
 
 

長
、
従
業
員
代
表
議
長
か
ら
構
成
さ
れ
る
っ
 
し
た
が
っ
て
労
使
混
成
で
は
 
 

あ
る
が
対
等
構
成
で
は
な
い
。
こ
の
機
関
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
腐
ご
と
に
基
 
 

本
給
算
定
基
礎
と
な
る
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
を
評
価
す
る
、
l
ノ
 
 
 

戊
織
手
当
支
給
の
た
め
に
人
事
考
課
（
M
i
t
a
r
b
e
i
t
e
r
b
e
u
r
t
c
i
－
u
n
g
）
が
 
 

行
わ
れ
る
り
 
査
定
事
項
は
六
な
い
し
七
項
目
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
作
業
 
 

‖
雲
単
位
時
制
当
た
り
の
仕
事
の
は
か
ど
り
の
程
度
）
、
仕
事
の
賢
、
一
般
 
 

的
言
‖
動
（
協
力
の
委
勢
）
、
物
品
の
取
扱
い
（
機
械
、
r
具
、
補
助
用
具
の
 
 

取
扱
い
、
手
入
れ
お
よ
ひ
保
管
）
、
職
務
遂
行
の
独
立
性
、
役
職
者
で
は
さ
 
 

ら
に
指
導
性
で
あ
る
り
 
査
定
手
続
き
と
し
て
、
査
定
着
で
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る
1
二
司
は
少
 
 

な
く
と
も
牢
に
一
回
は
部
下
の
労
働
者
と
仕
事
ぶ
り
な
ど
に
関
し
て
懇
談
 
 

す
る
り
‥
次
査
豆
膏
は
ま
ず
一
一
次
査
走
者
で
あ
る
そ
の
上
司
に
、
ナ
左
し
 
 

て
い
る
査
定
内
谷
を
伝
え
る
。
そ
の
後
に
一
次
査
定
暑
か
労
働
者
に
重
要
 
 

な
正
に
関
L
て
奄
定
懇
談
を
行
う
′
 
こ
の
懇
談
に
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二
次
査
走
者
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同
席
 
 

す
る
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と
も
で
き
る
。
従
業
員
代
表
は
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手
続
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ツ
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よ
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関
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し
な
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査
古
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に
関
し
て
、
労
働
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結
果
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と
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こ
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れ
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れ
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。
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続
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。
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り
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続
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続
手
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る
り
 
 
 

ま
た
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あ
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役
職
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ス
ト
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欠
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じ
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と
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そ
れ
で
間
に
合
わ
な
い
と
き
に
は
一
 
 

般
公
願
を
行
う
。
複
数
の
応
募
者
の
な
か
か
ら
、
従
業
員
で
あ
れ
ば
奄
定
 
 

結
果
に
も
と
づ
い
て
、
部
外
者
で
あ
れ
ば
各
托
の
証
明
書
に
も
と
づ
い
て
 
 

補
充
者
を
決
走
す
る
。
 
 

へ
と
う
な
い
 
か
ず
ひ
ろ
一
 
 
 


